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令和５年第４回設楽町議会定例会（第２日）会議録 

 

 令和５年 12 月 19 日午前９時 00 分、第４回設楽町議会定例会（第２日）が設楽町

役場議場に招集された。 

１ 出席議員は次のとおりである。 

  １ 村松一徳     ２ 村松純次     ３ 原田純子 

  ４ 原田直幸     ５ 七原 剛     ６ 金田敏行 

  ７ 山口伸彦     ８ 田中邦利     ９ 今泉吉人 

  10 加藤弘文 

２ 欠席議員は次のとおりである。 

  なし 

３ 地方自治法第121条の規定により説明のため会議に出席したものは次のとおりで

ある。 

    町長       土屋 浩     副町長        久保田美智雄 

  総務課長      原田 誠     企画ダム対策課長   村松 一 

    津具総合支所長   佐々木智則  生活課長       村松浩文 

    産業課長       今泉伸康    保健福祉センター所長 依田佳久 

    建設課長     松井良之     町民課長       小川泰徳 

    財政課長     関谷 恭      教育課長       遠山雅浩 

    出納室長     今泉 宏 

４ 議会事務局出席職員名 

    事務局長 加藤直美 

５ 議事日程 

日程第１ 議案第５９号 

設楽町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例等の一部 

を改正する条例について 

（総務建設委員長報告） 

日程第２ 議案第６０号 

設楽町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

（総務建設委員長報告） 

日程第３ 議案第６１号 

設楽町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例について 

（総務建設委員長報告） 

日程第４ 議案第６２号 

設楽町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

（文教厚生委員長報告） 
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日程第５ 議案第６３号 

令和５年度設楽町一般会計補正予算（第４号） 

（総務建設委員長報告）（文教厚生委員長報告） 

日程第６ 議案第６４号 

令和５年度設楽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

（文教厚生委員長報告） 

日程第７ 議案第６５号 

令和５年度設楽町津具財産区特別会計補正予算（第２号） 

（総務建設委員長報告） 

日程第８ 議案第６６号 

令和５年度設楽町簡易水道事業会計補正予算（第２号） 

（文教厚生委員長報告） 

日程第９ 議案第６７号 

令和５年度設楽町下水道事業会計補正予算（第２号） 

（文教厚生委員長報告） 

日程第 10 陳情第１６号 

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書 

（文教厚生委員長報告） 

日程第 11 所掌事務の調査報告 

（設楽ダム対策特別委員長報告） 

日程第 12 発議第６号 

設楽町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 

（追加） 

日程第 13 発議第７号 

設楽町議会政務活動費の交付に関する条例の制定について 

（追加） 

日程第 14 議案第６８号 

設楽町手数料条例の一部を改正する条例について 

（追加） 

日程第 15 議案第６９号 

令和５年度設楽町一般会計補正予算（第５号） 

（追加） 

日程第 16 議会運営委員会の閉会中の継続調査について 

（追加） 

日程第 17 設楽ダム対策特別委員会の閉会中の継続調査について 

（追加） 
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会 議 録 

開会 午前９時 00分 

 

議長 おはようございます。ただいまの出席議員は10名全員です。定足数に達してい

ますので、令和５年第４回設楽町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

なお、大須賀教育長から欠席の申出がありましたのでこれを認めました。御承

知置きください。 

初めに町長の挨拶をお願いします。 

町長 皆さん、おはようございます。12月も半ばを過ぎ、今年も残すところ10日余り

となりました。本日は、12月議会定例会最終日にあたり、議員各位におかれまし

ては、年の瀬で大変お忙しい中御参集を賜り、誠にありがとうございます。 

議会初日に長期予報では暖冬傾向と申しましたが、一昨日から全国的に冬型の

気圧配置が強くなり、各地で初雪が降ると共にこの時期らしい寒さとなっていま

す。これからの年末、年始にかけては、穏やかな日になることを願っております。 

昨年の今頃は、新型コロナウイルス感染症の第８波の真っただ中で、県におい

ても「医療ひっ迫防止緊急アピール」が発出され、本町においても２桁の感染者

が確認されておりましたけれども、５類に移行後、半年を過ぎた現在の状況は隔

世の感があります。 

次に、議会初日に、ふるさと納税の返礼品｢１日町長」について行政報告をさせ

ていただきましたけれども、先週の12日から13日にかけて無事実施をすることが

できました。兒島さんは一日町長のプログラム、特に設楽ダム工事の現場視察を

大変喜んでおみえでありました。私からは、今後も御自身の経験を生かしたお力

添えをお願いしましたけれども、改めて感謝を申し上げる次第です。 

また、今年を振り返ってみますと、本町では６月の大雨以外では大きな災害も

なく、平穏無事な１年でありました。ウクライナやイスラエルなどの他国では不

安定な情勢が続いていますけれども、新しい年も設楽町はもちろん、日本、世界

が平和な１年であることを願うものであります。 

なお、愛知県が休み方改革として、仕事納めの28日及び年始の４日、５日のこ

の３日間は、一部を除いて職員の出勤割合を３割程度とし、連続休暇の取得を推

奨する取組を始めております。北設楽郡３町村で申合せのうえ、本町でも業務に

支障のない範囲で実施してまいりますので御承知置きをお願いしたいと思いま

す。 

本日は、条例改正１件、補正予算１件を追加上程させていただきました。定例

会初日に上程しました議案と併せて、慎重審議のうえ、適切なる議決を賜ります

ようお願い申し上げ、議会定例会最終日の審議に先立ちましての御挨拶とさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

議長 それでは、本定例会の議会運営並びに本日の議事日程を、議会運営委員長より

報告願います。 

６金田(敏) おはようございます。令和５年第17回の議会運営委員会の委員長報告を

行います。令和５年第４回定例会第２日の運営について、12月15日に議会運営委

員会を開催し、審査した結果を報告いたします。 

本日の案件は、委員会付託の議案９件、陳情１件、所掌事務の調査報告１件。

追加案件は議員提出が２件、町長提出が２件、継続審査申出が２件です。 

一括上程する案件は、日程第１、議案第59号から日程第10、陳情第16号の10議
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案です。それ以外は順次１件ごとに上程いたします。 

質疑、討論、採決は１件ごとに行います。 

詳細は、お手元に配布の議案等審議一覧のとおりです。御参照願います。 

以上で、委員長報告を終わります。 

議長 ただいま議会運営委員長から報告のありました日程で、議事を進めてまいりま

すのでよろしくお願いします。 

                                       

 

議長 日程第１、議案第59号「設楽町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に

関する条例等の一部を改正する条例について」から、日程第10、陳情第16号「介

護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書」を一括議題とします。 

本案は、総務建設委員会と文教厚生委員会に付託をしておりますので、委員長

の報告を求めます。 

４原田(直) おはようございます。令和５年第７回総務建設委員会の委員長報告をし

ます。 

令和５年12月７日木曜日午前８時58分から９時８分まで総務建設委員会を開催

しました。 

出席者は委員８名、金田敏行議員が欠席されました。議長、議会事務局長。執

行部から町長、副町長、教育長ほか担当課長の出席をいただきました。 

付託された議案５件を審議した結果を報告します。 

付託事件。議案第59号「設楽町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に

関する条例の一部を改正する条例について」、質疑、討論なし。全員賛成で、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第60号「設楽町職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例につい

て」、質疑、討論なし。全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第61号「設楽町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について」、質疑２件、質疑については記

載を見ていただきたいと思います。討論なし、全員賛成で原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

議案第63号「令和５年度設楽町一般会計補正予算（第４号）」、総務建設委員会

所管分です。質疑、討論なし、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

議案第65号「令和５年度設楽町津具財産区特別会計補正予算（第２号）」質疑、

討論なし、全員賛成で、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

「その他」はありませんでした。 

以上で、委員長報告を終わらせていただきます。 

議長 続きまして、文教厚生委員会の報告をお願いします。 

５七原 令和５年第５回文教厚生委員会委員長報告を行います。 

令和５年12月11日月曜日午前８時58分から９時39分まで、文教厚生委員会を開

催いたしました。 

出席者は、文教厚生委員会９名全員、議長及び議会事務局長。執行部からは、

町長、副町長、教育長をはじめ、各担当課長計９名に出席していただきました。 

付託された議案５件、陳情１件を審議しましたので、審議の結果を報告いたし

ます。 
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１、議案第62号「設楽町国民健康保険条例の一部を改正する条例について」、質

疑２件、討論なし、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しました。主な

質疑の内容については資料を御一読ください。 

２、議案第63号「令和５年度設楽町一般会計補正予算(第４号)」、文教厚生委員

会所管について審議をいたしました。質疑12件、討論なし。全員賛成で原案のと

おり可決すべきものと決しました。主な質疑の内容については、資料を御一読く

ださい。 

３、議案第64号「令和５年度設楽町国民健康保険特別会計補正予算(第２号)」

について審議しました。質疑なし、討論なし、全員賛成で原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

４、議案第66号「令和５年度設楽町簡易水道事業会計補正予算(第２号)」、質疑

なし、討論なし。全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

５、議案第67号「令和５年度設楽町下水道事業会計補正予算(第２号)」、質疑１

件、討論なし、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しました。質疑の内

容は資料を御一読ください。 

６、陳情第16号「介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書」、

質疑なし、採択意見１件、趣旨採択意見１件。討論なし、趣旨採択多数につき、

趣旨採択すべきと決しました。 

以上で、委員長報告を終わります。 

議長 委員長の報告が終わりました。 

討論、採決は、１件ごとに行います。 

                                       

 

議長 議案第59号「設楽町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

等の一部を改正する条例について」の討論を行います。討論はありませんか。 

（なし） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第59号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、可決です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

議案第59号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

                                       

 

議長 議案第60号「設楽町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について」

の討論を行います。討論はありませんか。 

（なし） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第60号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、可決です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 
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議案第60号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

                                       

 

議長 議案第61号「設楽町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について」の討論を行います。討論はあ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第61号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、可決です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

議案第61号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

                                       

 

議長 議案第 62号「設楽町国民健康保険条例の一部を改正する条例につい

て」の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第62号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、可決です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

議案第62号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

                                       

 

議長 議案第63号「令和５年度設楽町一般会計補正予算（第４号）」の討論を行いま

す。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第63号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、可決です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

議案第63号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

                                       

 

議長 議案第64号「令和５年度設楽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」の

討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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議案第64号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、可決です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

議案第64号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

                                       

 

議長 次に、議案第65号「令和５年度設楽町津具財産区特別会計補正予算（第２号）」

の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第65号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、可決です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

議案第65号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

                                       

 

議長 議案第66号「令和５年度設楽町簡易水道事業会計補正予算（第２号）」の討論

を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第66号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、可決です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

議案第66号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

                                       

 

議長 議案第67号「令和５年度設楽町下水道事業会計補正予算（第２号）」の討論を

行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第67号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、可決です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

議案第67号は、委員長報告のとおり、可決されました。 
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議長 次に、陳情第16号「介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情

書」の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

陳情第16号を、採決します。採決は、起立によって行います。 

本案に対する委員長報告は、趣旨採択です。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立多数です。 

陳情第16号は、委員長報告のとおり、趣旨採択とされました。 

                                       

 

議長 日程第11「所掌事務の調査報告」を議題とします。 

設楽ダム対策特別委員長の報告をお願いします。 

７山口 それでは、令和５年第５回設楽町議会設楽ダム対策特別委員会からの報告を

させていただきます。 

日時、令和５年12月13日９時25分から行いました。場所は役場議場であります。

出席者は、設楽ダム対策特別委員会委員６名と局長、加藤議長の参加をいただき

ました。設楽町からは土屋町長ほか７名。国土交通省設楽ダム工事事務所からは

田中所長をはじめ15名。愛知県豊川水系対策本部からは佐藤事務局長ほか３名。

新城設楽建設事務所設楽ダム関連事業出張所からは益田所長ほか３名の出席をい

ただきました。 

まず、議長、町長、田中所長、佐藤事務局長より御挨拶をいただきました。 

審査事件としましては、所掌事務の調査を行いました。 

「設楽ダム建設事業について」。まず、提出されました豊川水系対策本部からの

資料、そして国土交通省から提出されました資料に基づきまして、豊川水系対策

本部の佐藤事務局長が県議会出席のため、先に愛知県設楽ダム関連事業出張所の

日高事業第１課長から説明を受けました。質疑応答のあと、設楽ダム工事事務所

の小島工務課長と川村副所長から資料１の説明を受けて質疑を行いました。 

豊川水系対策本部の質問につきましては、水力発電について、また、親水護岸

の岩掘削の必要についての２件の質疑が行われました。 

設楽ダム工事事務所への質問につきましては、川向の東堂神社について、そし

てダム湖に沈む所の山林の伐採について等々質問がございました。４件の質問が

ございました。内容につきましては、委員会報告の資料を御参照いただけたらと

思います。 

そして、視察におきましては、国道257号の４号橋の橋脚を視察に参りました。

現在この橋脚が愛知県では一番高い橋脚になるという説明を受けました。今後想

定されております、松戸への設楽瀬戸線への橋脚ができますと、それが今度県の

一番になるということで、全国でも10番前後の高さの橋になるという話でありま

す。 

出席者は、設楽ダム対策特別委員会委員６名、町長、そして国土交通省設楽ダ

ム工事事務所からは田中所長、愛知県豊川水系対策本部、新城設楽建設事務所設

楽ダム関連事業出張所の皆さんと共に現場を視察してまいりました。時間にしま

しては、11時から11時45分まで行ってまいりました。 
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以上、現地で視察を開催いたしまして、委員会を閉じさせていただきました。 

以上が、委員長報告であります。 

議長 設楽ダム対策特別委員会の委員長報告は、終わりました。 

                                       

 

議長 日程第12、発議第６号「設楽町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制

定について」を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。 

６金田(敏) 発議第６号「設楽町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定に

ついて」の提案理由説明を行います。 

条例制定理由。地方自治法の改正により、議会の議員の請負に関する規制が緩

和されたことを踏まえ、町に対し請負をする議員が、当該請負の対価として会計

年度に町から支払いを受けた金銭の総額等を議長に報告し、当該報告書の内容を

議長が公表することにより請負の状況の透明性を確保し、もって議会の運営の公

正及び事務の執行の適正を図るため、本条例を制定するものであります。 

制定の概要。お手元の条例を参照願います。第１条では、設楽町議会議員が、

設楽町に対し請負をする者、またはその支配人である場合における請負の状況を

公表することにより、請負の状況の透明性を確保し、もって議会の運営の公正及

び事務の執行の適正を図ることを目的として制定するものと規定しております。 

第２条では、報告の事項等を規定しています。 

第３条以降については、報告一覧の作成方法及び公表等についてそれぞれ規定

しております。 

３、施行期日等です。公布の日から施行し、令和５年４月１日に始まる会計年

度における請負から適用することとしています。 

以上で提案理由の説明を終わります。 

議長 提案理由の説明が終わりました。 

発議第６号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

発議第６号を採決します。採決は、起立によって行います。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

発議第６号は、原案のとおり可決されました。 

                                       

 

議長 日程第13、発議７号「設楽町議会政務活動費の交付に関する条例の制定につい

て」を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。 

６金田(敏) 発議７号「設楽町議会政務活動費の交付に関する条例の制定について」

の提案理由の説明を行います。 

提出者、金田敏行。賛成者、山口伸彦。 

条例制定理由。地方自治法第100条第14項及び第16項の規定に基づき、設楽町議

会議員の町政に関する調査研究その他の活動に資するために、必要な経費の一部

として、議員に対し政務活動費を交付するため、本条例を制定するものでありま

す。 
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制定の概要。条例を参照願います。政務活動費は、毎年度４月１日に在職する

議員に対して年額12万円を交付し、交付を受けようとする議員は、町長に対し交

付申請をしなければなりません。使途基準は、第７条に定められており、項目は、

調査研究費、研修費、広報費、広聴費、要請、陳情活動費、会議費、資料作成費、

資料購入費です。収支報告書の提出については、第８条で定められており、前年

度の交付に係る政務活動費について、翌年度の４月30日までに提出しなければな

らなりません。第９条では、交付を受けた政務活動費に残余がある場合は、返還

をしなければならない旨を定めております。 

施行期日等は、令和６年４月１日から施行することとしております。 

以上で提案理由の説明を終わります。 

議長 提案理由の説明が終わりました。 

発議第７号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

発議第７号を採決します。採決は、起立によって行います。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立多数です。 

発議第７号は、原案のとおり可決されました。 

                                       

 

議長 日程第14、議案第68号「設楽町手数料条例の一部を改正する条例について」を

議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

副町長 それでは、議案第68号「設楽町手数料条例の一部を改正する条例について」

を説明しますので、資料の12ページを御覧ください。 

地方自治法第96号第１項の規定によりまして別紙のとおり提出するものであり

ます。 

本議案の改正理由につきましては、戸籍法の一部改正により令和６年３月１日

から戸籍の広域交付――本戸籍以外での戸籍謄本等の交付事務等が可能となるこ

となどが始まります。このことに伴い、地方公共団体の手数料の標準に関する制

令の一部も改正され同日に施行されることから、関係する条例の一部を改正する

ものであります。 

具体的な手数料を徴収する事務の改正につきましては、５点ほどありまして、

１つ目は、戸籍の謄本若しくは抄本の交付、または戸籍証明書の交付。 

２つ目は、戸籍電子証明書提供用識別符号の発行事務。 

３つ目は、除籍の謄本、若しくは抄本の交付、または除籍の証明書の交付。 

４つ目は、届出若しくは申請の受理の証明書の交付。 

５つ目は、届出その他市町村長の受理した書類を閲覧に供する事務。 

以上の事務を処理するため、手数料条例を改正及び追加するものであります。 

詳しい内容につきましては、町民課長より説明をさせてていただきます。 

町民課長 では詳細の説明をさせていただきます。ただいまの説明のとおり、戸籍法

の一部を改正することに伴い、設楽町の手数料条例の一部を改正するものでござ

います。 
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これは電子化された戸籍、戸籍事項証明書、一部事項証明書から戸籍証明書に

改正されたことにより、政令の改正箇所も多岐にわたることから、今回は関係す

る手数料条例別表の２の表を全部改めるような形となります。 

大きな改正点は２つございます。 

１つは、戸籍・除籍電子証明提供用識別符号の発行というものと、あと戸籍・

除籍の謄本の広域交付が主な改正となります。 

最初に申し上げました、この電子証明書提供用識別符号ですが、これは市町村

の窓口で発行するものになりますが、これによりまして、例えば年金機構などで

行う手続きをするときに、この識別符号というものですが、この紙を発行を受け

て持っていけば、年金機構の窓口で提出をすれば、その後の手続きが速やかに行

われるようなことがございます。 

もう一つが、この戸籍電子証明書提供用識別符号ですが、１件が400円。除籍の

ほうは700円となっております。 

もう一つの戸籍の広域交付のほうにつきましては、法務省の戸籍情報連携シス

テムというものを利用いたしまして、本籍地以外の市町村の窓口でも戸籍謄本等

の交付が可能になるというようなものでございます。 

具体的な改正につきましては、19ページの新旧対照表のほうを御覧いただけれ

ばと思います。 

ほとんど全面改正ですので、改正後のほうで説明をさせていただきます。 

まず、その表の中の左側に種類と書いてあります。その斜め下のほうに名称と

ありますが、ここを順に追って説明をしていきたいと思います。 

まず19ページの名称の、戸籍謄抄本及び戸籍証明書の交付手数料ですが、ここ

は従来と変わらず450円となっております。 

その下の戸籍記載事項証明書交付手数料ですが、ここも従来と変わらず350円と

なっております。 

20ページ、戸籍電子証明書提供用識別符号発行手数料、ここが先ほど言いまし

た電子証明のところですが、ここが新たに400円というかたちで追加となっており

ます。 

21ページ、除籍謄抄本及び除籍証明書の交付手数料、ここも従来と変わらず750

円と規定をいたしました。 

22ページ、除籍記載事項証明書交付手数料、ここも従来の証明と同じで350円と

して規定をいたしました。 

その下の、除籍電子証明書提供用識別符号発行手数料、ここが新たに700円とい

うことで規定をさせていただきましたので、例えば先ほど申し上げましたとおり、

年金事務所等に行った場合には、この証書を受けて手続きをしてもらうというか

たちとなります。 

次に24ページの、受理証明書、届書等の記載事項証明書及び届出等情報内容証

明書交付手数料、ここも従来と変わらず350円となっております。 

それから25ページの、届出等の閲覧及び届出等情報の内容を表示したものの閲

覧手数料ですが、ここも従来と変わらず350円となっております。 

今回はこの改正に伴いこの表のほうを整理したというようなかたちとなってお

ります。 

以上です。 

議長 提案理由の説明が終わりました。 
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議案第68号の質疑を行います質疑はありませんか。 

（なし） 

議長 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

討論を行います。討論はありませんか。 

（なし） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第68号を採決します。採決は、起立によって行います。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。 

議案第68号は、原案のとおり可決されました。 

                                       

 

日程第15、議案第69号「令和５年度設楽町一般会計補正予算（第５号）」を議題とし

ます。本案について、提案理由の説明を求めます。 

副町長 それでは、議案第69号「令和５年度設楽町一般会計補正予算（第５号）」に

ついてを説明しますので、資料の26ページをお開きください。 

12月議会初日に一般会計補正予算、第４号を上程させていただき､先ほど可決し

ていただきました。その後、追加の補正が生じましたので、本日、最終日に一般

会計補正、第５号を上程させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

今回の補正予算は、歳入歳出それぞれ6,754万4,000円追加し、予算総額を、65

億496万2,000円とするものであります。 

今回の補正の主な理由は、政府が検討してきました住民税非課税の低所得者に

向けて、１世帯当たり７万円給付する支援について､12月補正として追加補正計上

をするものであります。 

それでは、補正予算に関する説明書、歳出の37、38ページを御覧ください。 

３款民生費１項９目新型コロナウイルス感染症対策費の11節役務費について

は、通信運搬費として、臨時交付金支給対象者への通知に係る郵送費用の手数料

として、対象者の口座に振り込む手数料の費用であります。 

12節委託料につきましては、今回の臨時交付金支給に伴い、システムを改修す

る必要が生じるため、住民税非課税世帯等臨時特別給付金システム改修委託を行

うものであります。 

18節負担金、補助金及び交付金4,865万円は、設楽町は､12月１日時点の非課税

世帯695世帯に対して７万円を交付するものであります。 

財源につきましては、国が示した交付金額は設楽町の交付予定額に不足してい

るため、今回は一般財源の支出が一部発生しますが、現在のところの情報では年

度内には追加の臨時交付金が交付される予定であります。 

４款衛生費１項１目保健衛生総務費10節需用費175万9,000円は、したら保健福

祉センターの高熱水費が、当初予算要求の積算で前年度1.5倍の積算で要求をしな

ければならないところ、前年度同額で要求していたため、予算不足が判明し補正

するものであります。大変申し訳ありませんでした。 

４款衛生費１項２目予防費12節委託料60万5,000円は、２つの委託がありまし

て、１つ目は、健康管理システム改修委託として、秋接種の情報が整い、コロナ

ワクチンの接種情報をマイナンバーに反映します。全額国庫補助を受けて行うも
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のであります。 

もう一つの委託、ＨＰＶ副本登録業務は、子宮頸がんワクチンの接種記録につ

いて、マイナンバーで照会可能な情報として、登録するための委託業務の補正で

す。年度内に業務を完了すると国庫補助の対象として､３分の２の補助を受けられ

るものでありますので、補正をさせてもらうものであります。 

19節扶助費19万2,000円は、個別ワクチン接種を行った特定の医療機関に対して

支払う補正であります。対象には町外医療機関も含まれております。 

39、40ページを御覧ください。 

12款諸支出金１項１目積立金24節積立金1,389万4,000円は、減債基金一般積立

金として、普通交付税で増額された一部について、国の方針で一時的に減債基金

へ積立を行い、令和６年度から令和７年度の臨時経済対策債償還金に充当するも

のの補正であります。 

続きまして、歳入について説明しますので、33、34ページを御覧ください。 

11款地方交付税１項１目地方交付税１節地方交付税3,470万3,000円は、国の補

正予算により、普通交付税の増額を受けるものであります。交付税の算定に２科

目が追加されたものです。 

１つ目は、臨時経済対策費として、国の補正に伴う歳出の増額と給与改定への

措置として、1,938万6,000円が交付されます。 

２つ目は、臨時経済対策債償還金費として、令和６年度、令和７年度の臨時経

済対策債の償還費についての積立を措置することで、1,389万4,000円が交付され

るものです。これは、設楽町減債基金へ積立てて、令和６年度と令和７年度で半

額ずつ、繰入れを行います。 

このほかに、交付税の当初予算算定時に調整金として減額されていたものとし

て、142万3,000円が交付され、合計3,470万3,000円の交付を受けるものでありま

す。 

15款国庫支出金１項２目衛生費国庫負担金１節予防費負担金19万2,000円は、歳

出で説明した新型コロナワクチン接種費の扶助費に対して国より全額負担を受け

るものであります。 

２項２目民生費国庫補助金２節新型コロナウイルス感染症対策費補助金3,520

万6,000円は、非課税世帯に７万円を交付することに対し、国からの補助を受ける

ものであります。 

今回の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、サブタイトルと

して、重点支援地方交付金としておりますが、デフレ完全脱却のための総合経済

対策として、低所得者世帯支援分と推奨事業メニュー分の２つのメニューで追加

交付されるものであります。 

この12月補正では、低所得者世帯支援分上限3,520万6,000円のみ補正します。

低所得者への交付金財源ですが、６月補正において既に３万円交付してきました

が、非課税世帯に対して７万円を追加して交付するものであります。 

推奨事業メニュー分上限2,417万9,000円につきましては、プレミアム付商品券

や給食費補助などの経済対策のための交付金でありますが、これについては、３

月補正で行うよう予定をしているところであります。 

３目衛生費国庫補助金１節予防費負担金55万円は、歳出で説明した､健康管理シ

ステム改修委託とＨＰＶ副本登録業務に対し国の補助を受ける補正であります。 

マイナンバー情報連携体制整備事業は、ＨＰＶ副本登録業務に対し国より３分
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の２の補助を受けるものであります。 

新型コロナウイルス感染症ワクチン接種体制確保事業は、健康管理システム改

修委託に対して国より全額の補助を受けるものであります。 

19款繰入金２項３目財政調整基金繰入金１節財政調整基金繰入金310万7,000円

の減額は、普通交付税の追加交付により取崩額を減額する補正であります。 

説明は以上です。 

議長 提案理由の説明が終わりました。 

議案第69号の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

議長 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

議案第69号を採決します。採決は、起立によって行います。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立多数です。 

議案第69号は、原案のとおり可決されました。 

                                       

 

議長 日程第16「議会運営委員会の閉会中の継続調査について」を議題とします。議

会運営委員長より、設楽町議会会議規則第75条の規定により、お手元に配りまし

た申出書のとおり閉会中に継続調査の申出がありました。 

お諮りします。申出のとおり、閉会中の継続調査をすることに御異議はござい

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。申出のとおり、閉会中に継続調査をすることに決定しま

した。 

                                       

 

議長 日程第17「設楽ダム対策特別委員会の閉会中の継続調査について」を議題とし

ます。設楽ダム対策特別委員長より、設楽町議会会議規則第75条の規定により、

お手元に配りました申出書のとおり、閉会中に継続調査の申出があります。 

お諮りします。申出のとおり、閉会中の継続調査をすることに御異議はござい

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。申出のとおり、閉会中に継続調査をすることに決定しま

した。 

                                       

 

議長 以上で、本日の日程は全て終了しました。会議を閉じます。 

令和５年第４回設楽町議会定例会を閉会といたします。お疲れ様でした。 

 

閉会 午前９時56分 


